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秋田県の食生活パターンに関する研究（第6報）

一発育期の児と母親の栄養追跡調査
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ー はじめに

県民の望ましい食生活パターンを確立する目的で，昭

和50年よりモデル地区において，年令・階層別の縦断的

栄養調査を実施している．第 1報では，初年度に妊娠中

の母親JO名の血液検査成績と，同母親の産後6カ月，母

児の栄養学的調査を報告した．

本報では同対象児の 1歳・ 1歳6カ月・ 2歳6カ月時

点の栄養追跡調査と同時点の母親の血圧・血液所見・栄

養調査成績を併せて報告する．

II 
調査対象および方法

A.調査地区・対象

第 1報1)と同一対象の秋田県河辺町在住の母と児であ

る．

B.調査期日

昭和51年6月： 1歳時点の調査

昭和51年12月： 1歳6カ月児時点の調査

昭和52年12月： 2歳6カ月児時点の調査

c.調査内容・方法
第 1報1)と同じ内容，方法で実施した．

1. 栄養調査

連続2日間の食事を食事買上げ方式で回収し，調査し

た．ミネラルは乾式灰化により炎光法•原子吸光法で測定

した．

2. 健康調査

a.母親

身体計測•身長・体重・皮下脂肪厚

血圧測定

血液性状（静脈血による）

へモグロビン（シアンメトヘモグロピン法）

血清総たん白（屈折法• H立たん白屈折計）

血糖（GOD法）

＊秋田県衛生科学研究所

血清中性脂肪 (TG Test Wako) 

血清総コレステロール (Zak-Henly変法）

尿検査

糖・たん白（試験紙法）

b．乳幼児

身体計測…身長・体重・栄養指数

血液性状（毛細管血による）

へモグロピン（シアンメトヘモグロビン法）

血糖（試験紙法・デキスター使用）

lil 
調査結果および考察

＊＊秋田保健所

A.栄養調査成績

1. 栄養素摂取量•栄養素比率•ミネラル分析値

a.母親の栄養素摂取状況

栄養所要量と比較して，とくに不足のみられたのは，

3回の調査ともに，第 1報1)同様，カルシウム・ビタミ

ンAである．

経年的には 児の発育に従って エネルギー・たん白

質・脂質・動脂・カルシウム・ビタミン B1 ・動たん比

・脂質エネルギー比に増加の傾向がみられ，バラッキ

(CV)は低くなっている．また栄養比率では，殻類エネ

ルギー比に低下の傾向がみられる．

ミネラル摂取状況では，食塩12~13gで2歳6カ月児，

時点の調査でやや多く摂っており，摂取エネルギ， 1,000

カロリー当たりの食塩量も7.0g /1,000 Kea]と1歳児 6.5

g' l歳6カ月児 6.6g,時点より多い．また体重kg当

りの食塩摂取量は， 0.2~0.3gを示した．

b．児の栄養素摂取状況

経年的にみると，不足しがちな栄養素であるカルシウ

ム・ピタミンAは． 1歳6カ月児まで所要量を満たしてい

るが，離乳食期から普通食になると，減少の傾向が現わ

れ， 2歳6カ月児時点では，母親と同様不足がみられる．

発育に従って殆んどの栄養素摂取量は多くなっている

＊＊＊河辺町役場
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表1．栄養素摂取量•栄養素比率 (I 人 1 日当たり）

平均値・憬淳偏差 平均 エネルギーたん白質 動たん 脂質動脂 糖質ヵルシウム ビ 夕 ミ ン 動たん比 動Iii比 エネルギー比

対象 性別 N A B, B, C 績頸たん白贄詣質

変翼係数 年令｛虞l
Kea I ------・・ --・ ---・--・ 11-----―-------------- mg I. U. --・----u -------- ---------—彩•-------------------

M 二 S. D, 28 ， 1,674 5ら 26.7 29.7 128 288 333 1,722 0.． 70 0.69 139 45 4 58 14 16 

438 16.1 11.4 12,7 7.4 71 68 912 025 023 51 10 22 10 2 5 

母 C V % 26 28 43 43 58 25 20 53 36 33 37 2 50 

＂ 
14 31 

32 2,550 820 35.6 46.6 23, 441 435 3,116 I.20 119 244 57 82 80 16 23 
最大植～鹸小値 I 

ー1,166 ~37.7 ~14.0 ~11.4 -2.3 ~200 一184~573-o.36-0.41 ー108 ~28 ー15~46 ー12 ~8 22 

ガ I 3 
592 233 152 16.1 11.7 90 425 1.184 0.36 0.61 60 67 68 29 15 25 
191 8.9 52 5.7 7D 35 261 717 0.17 0.34 42 17 21 10 I 7 

MこS.D.

I 6 
780 30.1 24.0 29D 23.9 103 781 2,079 0,58 I 15 61 81 84 12 16 34 

I 久 186 65 4.7 7.5 4.7 25 168 582 0.14 0.23 15 ， ， 7 I 3 

磁
M2-S.D.男・女 I ， 717 27~ 211 24.7 19.9 99 662 1,781 0,51 0.97 61 76 79 16 15 31 

208 8,0 6.4 9.3 8n 29 264 759 0、18 0.38 27 14 16 10 I 6 

児

C V 9, 29 29 30 38 40 沢｝ 40 97 35 39 44 18 20 63 7 19 

II 1,117 41.7 34.0 44.9 34.0 139 854 3,171 0.85 1.63 119 96 98 35 17 37 
舷人cl/I～舷ヽJヽr~ ,'。 ー314 ー13.2 -7.9 ー82 -4.4 ~60 ー70 ~327 ~0.13 ~ 0.18 -26 ~51 ~52 ~ 9 ~14 ~19 

（仔通労作20~39歳） 1,1 2,000 60 

栄長所要櫨

600 I.800 0.8 I.I 50 

リl I,000 35 400 moo o., Oh 40 

“情15Jlf.6IJ漏食

• I,lと児の柑閲 P<0.05 

児

(I~1.9歳） 女 950 30 400 I.000 0.4 05 40 

表2. 栄養素摂取量・栄養素比率 (1人1日当たり）

·I'•均偵・悦準偏差 ・じ 均 Lネルギーたん「1貫 動たん 脂霞動桁 糟質力9しシウム ピ ， ミ ン 動たん比 動脂比 ェネルキー比

ii象 性別 N A B, B. C 殻顧たん白質脂賃

変箕係数 f9令1儀i K,al..-•-...----.....＿．．り·-..---―-------・・-・・・-- mg J.U. --ーー・g ---”----- -----------------OS -------------------

M :c S. D. 29 II 1,763 66囀0 32.3 36.8 15.2 288 443 1,364 0.85 0 86 137 ． 41 4 1 51 16 19 

399 16.2 15 8 12.B 6.5 84 166 701 0.24 0 29 65 13 13 6 3 5 

母 C V % 23 25 49 35 43 公 37 51 28 34 47 28 32 12 19 26 

.ll大餡～鹸,Jヽ 値 I 2.498 92.0 66.4 67.8 27.1 486 814 2.475 I 25 I 30 259 73 64 60 21 28 

ー1.0祁―“°一146 -226 -7.8 -170 ー254 ~ 463 ~0.45 -0.29~19 ~31 -26~41 -13 -9 

” 
16 5 

959 33.7 19.1 27.3 15.4 145 396 957 0.45 0.68 72 54 57 30 14 26 
243 13.0 10.2 8.6 6 I 41 174 333 0 14 0.33 38 18 14 15 3 6 

I MごS.D.

畿 女 1.6 6 
803 26.4 15.2 23.0 18.5 114 409 1,083 0 41 0.67 53 57 65 32 14 26 

124 5.3 4 1 57 70 29 123 427 0 20 0.19 31 7 8 ， 2 6 
6 

か Mこs.o.男・女 16 II 
874 公1.7 16 9 25 0 17 I 128 403 1.026 0.43 0.68 62 55 61 31 14 26 

203 10.3 7.8 7.5 6,8 38 148 392 0.18 0.26 36 13 12 12 3 6 
II 

児 C V 兌 23 35 46 30 40 136 37 38 42 38 58 24 20 39 21 23 

最人•IA～最小値
I 1 7 1.141 57 5 32.4 37.5 31 8 197 657 1.652 0.83 I 09 132 77 73 54 17 35 

1 5 -663~19.4 -7 4 ~12.1 ~8.3 ~79 ー196~499~0.23-0.24 -o ~33 ~31 ~8 -9 ~ 15 

（胄通労作20~39歳）

栄養9所要II

母 2,000 60 600 1,800 0.8 I.I 50 

リl 1,000 35 400 1,000 0.4 0.5 40 

9II和5111'1211戯介

'I,II:.児の相関 P<O、05

児

(I~1.9歳） 女 950 30 400 I.ODO 0.4 0.5 40 

が， ビタミンA• B2は経年的に低摂取がみられる．

栄養素比率で経年的に低率に変化しているのは動たん

・動脂比・脂質エネルギー比である．また殻類エネルギ

一比は，次第に高くなっているが母親のレベルには逹し

ていない．

食塩の摂取量は，男女差があり男が多い．また発育に

従って増加がみられ， 1歳児・ 1歳6カ月児では 3~4

g' 2歳6カ月児では5~6gである．摂取エネルギー

1,000カロリー当たりの食塩摂取量は1歳児・ 1歳6カ月児

約4g, 2歳6カ月児5gである．

母と児の相関がみられたものは， 1歳児はたん白質・

ビタミンB1, I歳6カ月児ではビタミンCであった．

（表1.~4.)

2. 食品群別摂取量

a.母親の食品群別摂取状況

高居らの食糧構成案2)と比較して，不足な食品群は油

脂類・緑黄色野菜類・卵類・乳類で，多く摂っているも

のは，魚類・みそ・菓子類などである．
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表3. 栄養素摂取量・栄養素比率 (1人1日当たり）

、じ均値・悦噂伍え .,. ~, エネルギーたん白質 動たん ＇h質動脂 糟質ヵルク9ム ピ 夕 ， ン 動たん比 動詣Jt エネルギー比

対象 竹別 N A B, B, C 殻額 たん白賞 9旨質

変翼係散 ,I•• 作儀 Kcal ------------• -------~ -・・ ・・---・-・ --・・・.. ・・-- mg I. U. -···一叩·--—--- -------------------% -------------------

M 上 s.0. l,825 686 316 41 4 15 3 293 450 J.075 0.87 0 82 127 46 40 48 15 20 
29 ， 

292 9.5 9.8 138 6 1 43 129 461 0 15 0.16 39 12 18 11 2 4 

iも C V % 16 14 31 33 40 15 29 43 17 20 31 26 45 23 13 20 

33 2363 78.8 46.1 66 9 2fi.8 377 651 1.963 l 06 I 20 190 59 72 71 20 27 
最大偵～最小偵 I 

23 ~1.449 -53.8~lfi8~25  2..... 7 9 -243.....251 -575 -0. 58 -0 63 -76 ~22 ー17 -36~12 ~15 

リ｝
1 2B4 458 260 407 219 185 368 735 0 66 072 89 53 53 30 14 28 

2.6 4 
322 16.9 1 4 2 163 9.7 38 69 209 0.22 0.16 44 II ， I O 3 7 

M..:.S.D. 
945 34 0 I? 8 22 4 12 8 151 338 745 0.43 0 57 80 53 62 36 1 5 21 

2 
久 25 5 

194 57 3.6 8.4 ,o 30 113 344 0 14 0 1 8 57 ， 18 II I 6 
歳

6 1.096 39.2 215 30.5 16 9 !66 352 741 0.53 0 64 84 53 58 33 14 24 
MこS.D.男・女

か 2.6 ， 309 134 l07 155 8.7 38 97 292 0 22 Ol9 52 IO 15 II 2 7 
II 

児
C V 令 28 34 50 51 51 23 28 39 42 30 62 ]9 26 33 14 29 

2 9 7 1,700 652 44 3 57 5 35 2 239 499 1,206 0.89 0 87 163 72 83 49 1 7 35 
殷大I~ ～最小in

2 5 ~653 -26 9 -11 3 ー75~6I~114~148 ~347~0.25 ~ 0 24 ー13 ~40 ~35~20 ~ IO ~ll 

（惰通労作20~39汲） ~) 2. 000 60 600 1,600 0.8 1.1 50 昭和52年12月調査

栄養所賣量 リl l・250 40 400 1.000 0.5 0.7 40 
'/1. 

(2~2.9歳） 女 l.200 40 ,oo 1.000 0.5 0.6,o 

表4. ミネラル摂取量・分析値 (I人 1日当たり）

9•I ＆ : 汰 児 I "- 6 かJl 児 2 淑 6 か II 'II.

l'・<Jl'i l'•E] ；ヽ fi出fJ'/ウム 鉄 “ -.•ンカ;., ..,t 閲ば 食tf..::カ＇l,ヶ．9̀ 鉄 銅 .・ンガン マシウゲムネ ’•I’'• •E介J N g".i カリウム 鉄 糾 マンガン マソウグ,•_-
怜49いえ性り,1 If令 /,99 9 ‘i 

変況係粒 （,It) k mg （淑） H mg （汰） g mg 

¥1:I:S.D. 2H 9) l 1 7 1 IfヽI I?＿Ci t 7 (i I) 11卜1 211 11 1 I 7 I 50fi I OA l.B 54 IHU 291 91 1 2 7 1,2-t I 14 2 1 7 5.8 189 

I :l 
l I 1ifl-1 8.0 0．う？8 ［} l 2 H ',37 ,1 5 0 5 2 l 58 32 3・:10 8.1 04 ¥ l 55 

C ¥'< 2 7 lfi Ii? ,,, 
" 

.i') 24 3 6 4 :l 28 3 t) I I 2ぅ 3 I ~ 7 22 19 2, 

32 
lfi.'"i 27-13 :il-1 2', | 2 1; 26H 35 I 4.8 2.444 I 7 fi 2 9 8.H 27り 33 20 7 1,898 29.8 2.4 7.8 30 l 

蚊人1＂～虻小 Ill I ~H.0 -H．うl -6．3 -()AI -!. 8 -88 2,2 ~ S 6 -706 ~ 5 I -I O -2 4~89  
I 

~80 ~617~4 3 ~1 2~4  I ~97 22 2', 

¥I •SD. II リk） 
I 3 

:I 7 6..¥ 4 7 I O H I :i は 16 ぅ2 I 23.'i L:! 0 I O ; 

I 6 2．う＇・ 1!3 8.0 0.6 I U 祁:!I 16 6 I] 21,, :?S 01 II:う

¥1:t.SD.,)} • K I ¥I 29 823 77 07 II 9: Ii 16 1 l 
児

1 7 294 ;:I.2 OJ 06 

C,. ,t ぅ9) 36 •l.; IJ;)  5 28 

II 4.~ l ! 59 I 2.0 1 :J 2 3 I I 2 11 llJ..W,~U小仙 I I 
10 一1.0~321 -3う一02 -01 -・11 15 

』た w. jl 11{1 和 5lw. 6 JJ 

経年的に推移をみると，米・緑黄色野菜類は減少の傾

向があり，油脂類・つけものは，増加の傾向がみられた．

殆んど変化のない食品群は，殻類総量•その他の野菜

類・魚類である． （表 5.~7.)

b.児の食品群別摂取状況

食糧構成案2)と比較してとくに不足な食品群は，緑黄

色野菜顆・卵類・乳類である．

殆んどの食品群が，経年的に増加しているが，乳類は

離乳後減少しており，緑黄色野菜類とともに，摂取され

難い食品になる傾向がみられ，問頗である．

みそは，食糧構成案 2)より，多く摂っており，また，

つけもの類も 2歳6カ月児より摂取量の増加がみられる．

母と児の相関がみられたものは， 1歳児，小麦類・芋

37 671 4 1 07 l ~8 94 
2 6 4 6 4 1.028 7 2 I 13 2臀8 146 2 5 271 0.8 0.2 06 27 275 4:3 0'13 1.0 49 

3 0 753 3.9 0.7 17 89 ,., 5 4'i 8-10 U 0.95 2.5 I 33 
1 2 159 1.7 0 1 0.6 1 4 15 273 16 0.23 09 5 1 

:n 116 4 0 07 1 7 9) 1 26 9 5 5 923 5.6 1.0 2.6 I 39 2 0 224 " 0.2 Ofi 21 239 3.4 0,3 0.9 50 

fil 3 I 35 29 35 23 31 61 33 35 36 

'1 8 1,205 5.9 0.9 2.6 J 3H 2.7 7 4 l.4 36 I 3 9 1.6 4.0 223 I 
一14 一406 -l 2 -0.3 -0.8 -63 2 5 -25~’164~2.7 -os -14~84 

昭和 51 年 12 JJ 昭和 52 ff. 12 ll 

類・みそ， 1歳6カ）J児，菓子類・油脂類・果実類・乳

類， 2歳6カ月児，小麦類・芋類・魚類・肉類・乳類で

あり，母の食生活バターンが児へかなり反映されている

と考えられる（表 5.~7.)

3. 検査成績

a.母親の検査成績

体格は大きな変化はみられなかった．

血圧値も殆んど変化なく，また，とくに高い例もなく，

むしろ低血圧の傾向がみられる．

血液性状では，ヘモグロビン・血清総コレステロール

・中性脂肪は全体的に低値を示している．

血清総コレステロールを経年的にみると，妊娠後期I)

253mg/ d I, 6カ月児時点， 159, I歳児時点， 147, I 
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表 5. 食品群別摂取量 (I人 1日当たり）

平均偵・楼巾偏差 平均
課米いもui砂柄類 菓子類、llI脂類§凶みそ 果’尺け嗜謡偲つけもの海草総；〗物肉類卵珀乳類対象 性別 N 

変異係数 年令ほ）

M.::!:$, D. 28 ， 306 257 森 6 27 6 13 29 ＊ 105 73 179 42 3 !06 66 31 27 

゜85 97 3a r, 32 4 18 I I 135 52 74 26 3 49 44 36 30 

゜
母 C V 彩 28 38 150 100 119 67 138 38 1 29 71 41 62 100 46 67 116 111 

゜
32 438 423 119 17 70 13 52 49 350 1 58 230 98 IO I 84 134 102 92 

゜最大値～最小値 I ~161~125 ~ 0 ~ 0 ~ 10 ~ 2 ~ 0 ~10 ~ 0 -o~•84 -o~  0 ~24 ~ 0 -o~  0 ~ 0 
22 

I 3 
32 2fi 7 2 1 6 I 5 7 918 6 34 J 3 18 4 0 H 67 男
7 10 5 3 I O I 8 2 4.1 8 24 I 4 ll 6 15 17 

M::!:S.D. 

女 I t, 30 22 6 I 14 2 12 8 83 ・I 8 

゜
4 13 5 1 18 :;13 

I 
15 15 7 2 II 2 13 7 5•1 6 8 

゜
5 IO 5 2 24 14 l 

政 31 2,1 6 2 14 l 10 8 71 5 16 3 14,1 l l 6 1 64 
M上S.D.9}・女 I ， 

13 Iii I; 3 JI 2 12 8 53 17 19 5 I I 5 2 22 137 
児

C V % 42 58 100 150 79 200 120 100 75 :Mo 119 167 79 125 200 138 8.91 

11 48 48 18 7 34 4 38 23 lfJO 18 4 1 3 15 30 13 5 70 400 
汲大偵～妓小伯~ I 

~0 -o ~() ~ 0 ~ 0 ~ 0 ~0 ~0 -o ~ 0 ~ 0 ~O~0  ~0 ~ 0 ~0 ~0 -0 JO 

（押通労1乍20~39歳）

栄投浙嬰 1』1

(I~ L9歳）

児

母 425 250,10 20 20 25 40 20 170 80 200 3 6 0 4 0 4 5 1 4 0 

男 l20 72 25 25 5 20 2 1110 50 50 0 20 20 SO 360 

女 110 66 25 25 5 20 2 100 50 50 o 15 15,,s :mo 

＊母と児の相関（小及類） P<0.05 昭和51年 611品i’i

表6. 食品群別摂取量（ 1人］「I当たり）

，1;・均値・悦4’似庄 平均
塁閑 ＊ いいJi 砂柄類 媒f穎 ，III脂類 令瓜 みそ ＇』以' }}“魯 孟け嬰 つけもの 海草総：閃物肉類り収U乳類対象 性別 N 

虻沢係数 年令1政l

295 21tl I;2 2 心 1＊ 3 30 38 2． 36 ,,ヽI 1 38 66 
＊ 

M 土 S. D. 
4 106 66 49 34 :-i(i 

29 11 
73 1i(I 51J :I 27 ， 17 1 9 l (i!) ,17 t i t i 17 7 81 8 I 52 26 5D 

I吐 C V 免 25 32 81 1 51) 59 69 57 50 72 1117 48 26 175 76 123 106 7(i l(i~ 

35 400 400 18' II 13 39 59 66 63•1 158 293 87 23 327 285 143 87 200 
／，と大1莉～loi小値 I ~193~149 ~ 0 ~ 0 ~ D ~ 4 ~ 5 ~ l4 -0 ~0 -3r; ~33~ 0 ~0 ~ 0 ~ 0~0  -0 22 

リ！ 5 
118 60 ,,o 8 29 ＇ 

9 1 II ,.12 10 J I ， 2 32 3 19 31 185 
71 50 21 13 16 99 1 7 6 53 7 3 3 2 I 32 2 22 20 219 

I ¥1: S.D. 

6 
86 52 3 I 44 4 l•l 7 106 II 15 I l 15 l 2 6 20 200 

社 女
29 20 6 2 36 4 11 •I 81 ].] II 3 2 14 13 12 30 J63 

6 
101 56 20 、1 37 5 17 9 122 II 27 I 2 23 8 J I 25 193 

か M二S.D.男・女 II 
55 37 2•, ， 30 4 14 6 72 II 28 3 2 25 I 1 19 26 I 9 I 

II 

児 C V % 55 (i(i 120 225 81 80 121 67 5!) 100 IO•l 300 JOO ¥09 138 173 JO,J 99 

／，i大fi/i～蚊小1計i
2()9 l 54 67 33 112 II 48 23 22!) 39i ,l l 7 4 93 36 60 8:l 600 

~18~ l5 ~ 0 ~ 0 ~ 0 ~ 0 ~ 0 ~•0 ~〇 ー（） ~I) ~0 ~ 0~  0 ~ 0 ~ 0 ~0 -~ 0 

（晋通労作20~39歳） IT) 425 250 50 ,o 20 25 40 20 170 80 200 3 60 40'" 1,11, 

栄役所嬰1lt 男 120 12 25 25 5 20 2 100 50 50 0 20 20 50 360 

児

(I~1.9歳） 女 110 66 25 25 5 20 2 100 50 50 0 15 15 '5 360 

.,}と児の相関 P<0.05 昭和51年1211品19,

歳 6カ月児時点， 134, 2歳6カ月児時点， 148と児の

1歳6カ月時点が最も低値であり，血清総たん白・ヘモ

グロビンもこの時期に最も低値を示した． （表 8.~10.)

b.児の検査成績

身長・体重を平均パーセンタイル値 3)でみると， 10パ

ーセンタイルから50パーセンタイルのItllに人り，個別に
は3パーセンタイル以下の者が1歳児2名， 1歳6カ）］児

2名， 2歳6カ月児 1名がみられたが，とくに医学的に

異常と認められる例はなかった．

血液性状でヘモグロビン値は，経年的に増加の傾向か

みられ，男が女よりやや高い値を示した． （表 8.~10.)

IV まとめ

妊娠中から栄捉追跡調査をしている，秋田県河辺町の

9名の児1こついて，その児の 1歳（昭和51年 6JJ) • 1 
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表7. 食品群別摂取量 (1人 1日当たり）

平均儘・標準偏差 平均
翡 ＊ いも頌 砂糖類 菓子類 油指類 §』 みそ 果実g嗜 謡農 つけもの海草総い！物肉額卵顆乳類対象 性別 N 

年令｛鐵l変異係数

M 土 S, D. 29 
290 206 令 II 46 13 36 31 199 39 160 83 13 10．3 40 43 ． 25 ； 
， OO 32 31 7 49 12 36 15 76 18 95 40 12 41 28 36 21 21 

母 C V % 31 16 84 64 107 92 100 48 38 46 59 48 92 40 70 84 84 263 

33 409 263 220 23 148 39 100 56 303 72 364 153 30 148 79 93 63 68 最大値～最小値
ぶ ~161 -161 ~ 0 ~2 ~ 0 -o~  0 ~• O ~・ 70 -15 ~10 一35~0 ~40 -o~  5 ~0 ~ 0 

男 116 56 11 3 68 7 14 9 254 ， 44 8 3 42 19 57 25 150 
4 37 25 5 2 32 4 ， 5 120 ， 40 13 4 39 13 60 13 50 

2 
MこS.D.

150 64 ， 3 40 3 7 II 168 17 28 l 2 I 34 15 12 30 139 
歳 女

5 60 14 10 3 24 3 10 11 124 15 36 IO I 17 18 15 33 86 

6 

M±. S.O.男・女 135 61 10 3 52 5 10 10 206 13 35 10 2 37 17 33 28 144 
か ， 54 20 8 3 31 4 10 9 129 13 38 12 3 29 16 46 26 72 

月

児 C V 劣 40 33 BO 100 60 80 100 90 63 100 109 120 150 78 94 139 93 50 

233 91 27 8 103 12 21 27 450 39 95 30 10 I05 37 153 67 250 最大値～最小値
~47 ~30 ~ 0 ~ 0 ~0 ~0 ~0 ~ 0 ~0 ~ 0 ~ 0 ~0 ~O ~O ~O ~ 0 ~O~  0 

（普通労作20~39歳） 母 425 250 50 20 20 25 

栄養而要量 男 120 72 25 5 25 5 
児

(1 ~I 9歳） 女 110 邸 25 5 25 5 

＊母と児の相関（小麦類） P<O、05

表8. 身体計測値および検査成績

平均値・標常偏差 平均 身長 体重体減率重増％ 上鵬皮 背詣部 厚請部
対象 性8,1 N 

変異係数 年令{"' C胃 如（i1ウる） 鼻’ 露胃 • ., 

M ：：： s. 0. 28 ， 153 組 -5 13.2 11 9 16. I 
， 5 II 50 6.3 10.4 

母 C V % 3 10 -2 箕3 53 65 

32 
最大値～最,Jヽ I直 158 55 • 18 24 5 25.5 36.5 

12 ~146~41 --21 ~BO~5 5 -3.5 

9l 
74 85 16 

I 3 I 0.9 2 
MざS.D.

6 
71 8.3 17 

I 仄 I 
3 I 0 2 

絨 12 8.4 16 
M二S.D.男・女 I ， 

3 JO 2 
児

C V 宅 4 12 13 

最k値～殷9IヽI直 I I I 74 9.5 19 

1.0 -67 -6.4 一14

歳6カ月 (51年12月） ・2歳6カ月 (52年12月）の時点

に，児とその母親について調査を実施した．栄養調査お

よび身体検査成績の結果は次のとおりである．

,1． 栄養素摂取状況で母は，栄養所要量に比ベカルシ

ウム・ビタミンAが少ない。経年的には，児の発育に従

ってエネルギー・たん白質・脂質・動脂・カルシウム・

ビタミンB1• 動たん比・脂質エネルギー比が増え，穀類

エネルギー比が低下の傾向を示した．

児では，発育に従って殆んどの栄養素に摂取量の増加

がみられるが， ビタミン A• B2は経年的に低摂取がみら

90 20 170 80 200 3 60 40 45 140 

20 2 100 50 50 0 20 20 50 360 

20 2 JOO 50 50 0 15 15 45 360 

911hl52年12/J調介

最大血圧最小 た尿ん臼検 査鎗 血 液 検 董
へモグロピン IDl 渭纏コレス 中怯霜l1i llll● 

" 111111 Hg... 総たん白 テロール... g/dl.. • ・....... mg/di・.... .. 

103 58 (,) 12.3 7.5 147 66 94 
5 1 1名 0.9 0.3 15 20 7 

5 12 7 4 10 30 7 

110 70 13.6 8.0 169 104 105 
-96 ~ 42 ~II 0 ー7.0~121 ~41 ~84 

12.9 133 
II 25 

12.4 119 
0.3 20 

12.6 124 
01 23 

6 19 

139 160 

ー II8 ~85 

昭和51W611検在

れた．栄養素比率では，動たん比・動脂比・脂質エネ

ルギー比が経年的に低くなり，穀類エネルギー比は高く

なり，母と逆の傾向を示している。食塩摂取量は，母，

12~13 g, 1歳児， 1歳6カ月児は 3~4g, 2歳6カ

月児， 5～6 gである．母の摂取エネルギー 1,000カロ

リー当たり食塩量は，児の発育に従って6.5g→6.6g→7.0 

gと高くなる．

2. 食品群別摂取量で母に摂取量の不足がみられたも

のは，油脂類・緑黄色野菜類・卵類・乳類で，児でとく

に少ないものは，緑黄色野菜類・卵類・乳類である．
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表9. 身体計測値および検査成績

・r均値・歴準偏差 平均
身 仕体 ，r； 体絃1中'1¥'i%最dll大圧最小た尿ん白検 簡壼

●l 章 綸 令

対象 性811 N へモグ11ピン
lfll 総たん;l‘,;J 
， コレス 中性脂11i lln 納

"' 切 （盈ウ‘) ..Hg" 変異係数 年令幽

29.6 ， 153 50 -0.1 107 61 
M 士S. D. 

5 5 II 10 ， 

母 C V 彩 3 ， 9 15 

珀 160 56 • 20 124 78 
最大植～鹸小値 I 

ー 146 ~39 ~-18 ~90~46 22 

80 109 15.4 
男 1.6 5 3 II 1.4 

M+S.D. 
I 79 1 0,0 15B 

歳
女

1.6 6 3 1.0 0.6 

6 
80 10,0 15、6

M±S.D. 男•女
か 1.6 II 3 II 1、0

9 1 

児 C V % 4 II 6 

最大値～最小値 :i: 84 11.4 17.6 

~73 ~ 7.9 ~141 

表10.身体計測値および検査成績

平均値・襟準偏差 平均 身 長 体重体減掌重増影 上織皮 背詣部 厚栢郎
対象 性別 N 
変罠係数 年令i繊l C躙 如（炉ヽ ） 緬

M 二 S. D. 
152 49 +2 144 155 170 

29 ， 4 5 II 4 9 8.2 8.5 

母 C V "6 3 JO 550 34 53 50 

33 158 56 1 17 23 0 29.0 27.2 
鹸大偵～鹸,jヽ 値

ぷ ~146~41 ~ -15~11 ー7.0~45 

りJ
88 1 2 4 16.0 

26 4 I 12 I 5 
2 M二S.D.

磁 87 12.5 16.4 
仄

2.5 5 4 14 0.7 
6 

か
2.6 

87 12.4 16.2 
M二s.o.男・女

3 1 4 12 II 
， 

児
C V 劣 3 II 7 

2.7 I 92 14.5 18.3 触大値～鹸,jヽI~
215 ~81 -10.0~ 14 1 

経年的にみると母は米・緑黄色野菜類が減少し，油脂

類・つけものは，増加の傾向を示した．児では殆んどの

食品群が増加している．

母と児の食品群の相関がみられたものは，小麦類・芋

類・みそ・油脂類・果実類・魚類・肉類・乳類で，母の

食生活パターンが児へかなり反映されている．

3. 検査成績で母の身体計測値・血圧値には，大きな

変化はなく，血液性状でヘモグロビン・コレステロール

•中性脂肪は，全体的に低値を示した．

母のコレステロールの経年的推移は，妊娠後期， 253

mg/di, 6カ月児時点159, 1歳児時点 147, I歳6カ月

児時点 134, 2歳6カ月児 148, と児の 1歳6カ月児時

点が最も低値を示し，血清総たん白・ヘモグロピンも同

傾向を示した．

児の身長・体重を3バーセンタイル以ドの者が 1歳児

ロー9し
··• • • •• g/dl • • ... ・.. ・.. • ・mg/di・ •ーヽ● ヽ

IW 7.2 l3i 42 75 

OB OA 22 8 

7 6 52 II 

13.5 1B 144 88 89 

~103 ~6.4 ~103 ~23 ~64 

132 126 

1.2 33 

12.9 98 

13 16 

13.0 109 

IJ 28 

IO 26 

15b 180 

ー 112 ~80 

昭和51年12/J検代

血 液 検 査血 r£ た尿ん臼検 仕綸
最大 最,Jヽ へモグロピン血 清総コレス中性詣町 1Dl●

•Hg.、
総たん白 テロール

• g/dl • ••• • • • • • mg/di • 

110 “ 13.2 7.9 148 62 84 
IO 4 0.6 0.3 II 13 12 

． 6 5 4 7 21 14 

130 70 13.9 8.2 171 77 108 
~96 ~ 58 ~118 ~ 7.2 一135 ~42 ~66 

13.9 128 
0.4 4 

， 13.5 117 

1名 0.9 24 

13.7 122 

1名 0.7 19 

5 16 

152 145 

~12 8 ~80 

OII91152年1211検代

2名， 1歳6カ月児2名， 2歳6カ月児に 1名みられた

が，とくに身体的に特記すべき異常な例はなかった．ま

た，ヘモグロビン値は，経年的に増加がみられ，男児が

女児よりやや高い値を示した．
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